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実践的交通安全教室～歩行環境シミュレーターを使って

１１月２０日（火）の３・４校時には、歩行環境シミュレーター「わたりジョーズ君」を使って実

践的な交通安全教室を行いました。これは、秋田県の「通学路安全推進事業」の一環として、今年度、

仙北市の小学校で行われているものです。今回子どもたちが体験した歩行環境シミュレーターは、映

像を通して道路の横断を疑似体験できる装置で、自分で安全を確認し、しっかりと横断できたかどう

かを確かめられるものです。

初めに体験した１・２年生は、とても慎重に安全を確認していまし

た。「さあ、渡ろう。」と思っても、次々に自動車が近づいてくるの

で、なかなか初めの一歩を踏み出すことができません。それでも、徐々

に自動車と自分の距離感が分かってきて、全員が安全に横断することが

できました。同じ横断歩道でも、夕暮れ時や夜、雨や雪が降っている時

など、時間帯や天候によって近づいてくる自動車が見えにくくなったり

します。中には、夕暮れ時なのに前照灯を点灯しないで走ってくる自動

車も混じっていて、どきっとする場面もありました。

後半は、３年生以上の子どもたちが、「わたりジョーズ君ＶＲ」を使

って、疑似体験をしました。これは、今年開発されたばかりだそうで、

バーチャルリアリティを使って本物のような体験ができる装置でした。

小学生が体験するのは、中川小学校が初めてとのことで、開発にあたっ

たエンジニアの方々が、体験の進め方を丁寧に教えてくれました。３年

生から学年順に６年生まで全員が体験しましたが、学年が上がるにつれて的確に判断し、すばやく安

全に渡っていました。これは、慣れもあるのでしょうが、成長に伴って視野が広くなり、その分多く

の視覚情報を得られるからだということでした。つまり、下の学年ほど視野が狭く、得られる視覚情

報が少ないので、その分、安全を確認する時には、右左に大きく首を振って見なければならないとい

うことです。また、渡っている途中でも左右の安全を確かめることが大事だということも教えていた

だきました。

最後に、６年生全員が述べた感想の中に次のようなものがありました。

「今日、シミュレーターを体験して、改めて、道路を横断するタイミングの大切さを感じました。」

「今日、シミュレーターを体験して、改めて、安全確認をすることの大切さについて考えました。」

正に、体験を通して、交通安全のルールを守ることの大切さを実感する機会になりました。

最後に、通学路安全アドバイザーの川尻さんから、次のようなお話がありました。

「学校生活やスポーツにもルールがあるけれど、守らなかったからといって命まで落とすことは

ありません。でも、交通安全のルールは、それを守らないと、大きなけがをしたり、場合によっ

ては命を落とすことだってあるのです。ですから、しっかりと交通安全のルールを守って、自分

の命を守ってください。」

これから本格的な冬場を迎えます。道路が滑りやすくなったり、吹雪で見通しが悪くなったりする

ことも考えられます。どんな場面でも油断をしないで、「自分の命は、自分で守る！」を心がけ、安

全に冬を乗り切りましょう。

三省
学校ホームページ http://www.city.semboku.akita.jp/sc_nakasyo/

学校公式ブログ http://blog.goo.ne.jp/sembokunakagawa 携帯からも見られます。随時更新中
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６年生が他校の授業から学ぶ～動画の視聴を通して

今日の４校時、６年生の教室では、他校の授業の様子を動画で視聴し、「①いいなあと思ったとこ

ろ、②自分（たち）と同じところ、③自分（たち）とは違うところは、それぞれどこだろうか？」と

いう３つの視点で考えていました。「経験したことがある学習内容で、年齢の近い学年の授業を」と

いうことで、能代山本地区の５年生の授業を２３分の動画に編集し、６年生といっしょに見てみまし

た。動画が始まると間もなく、全員が気付いたことをメモし始めました。食い入るように動画を見る

真剣な表情が印象的でした。シートいっぱいにびっしりとメモをとる子どもが何人も見られました。

視聴後、グループ内でメモを交換し合い、「感じたこと・気付いたこと」を互いに共有しました。

そして、「①いいなあと思ったこと」の中からこれだと思うものを一つ選んで全員が発表しました。

メモが間に合わなかったので、全部はご紹介できませんが、主なものは次の通りでした。

〇あいさつからしっかりと声を出している。

〇一つ一つの発言にしっかりと反応している。

〇自分たちでほとんど授業を進めている。

〇聞いている人達に確認しながら発表している。

〇無駄話がない。

〇大きい声で発表しているので聞き取りやすい。

〇みんなで、意見や質問をしている。

最後に「こんなふうに学習したいですか？」と質問すると、全員の手が挙がりました。４ヵ月後、

中学校に進むと、２９人前後の学級規模になります。その中でも充分に自己表現できるように、残り

４ヵ月となった小学校生活を「まとめの時期＝中学生への助走路」と捉え、今日、自分たちが見つけ

た「いいなあ」が、「今、どれくらいできているのか？」を意識して過ごしてほしいと思います。

「３月１５日に『平成最後の卒業生』として胸をはって卒業する自分の姿」をイメージして！

（授業の動画の視聴は、４・５年生でも行いました。）

口座振替８回目です 準備をお忘れなく！
１２月３日(月)が学校納金口座振替の第８回引き落とし日です。｢ついうっかり残高不足で…。｣と

いうケースがあるようです。８回目がせまってきましたので、どうか通帳を確認の上、学校納金へ

の準備をお願いします。なお、振替手数料が、お子様１人につき１回１０円がかかります。申し訳

ありませんが、その分も入金くださるよう合わせてお願いします。

平成３０年度 秋田県ミニバスケットボール冬季交歓大会
大曲仙北予選大会

○優勝 白岩ミニバスケットボールクラブ
（昭和６２年度の初優勝以来、３１年ぶり２回目の優勝）

１回戦 シード

２回戦 白岩 ７６－３２ 清水っ子

３回戦 白岩 ６３－３３ 仙北

準決勝 白岩 ５０－４１ 六郷

決 勝 白岩 ５５－５３ 中仙

１１月１１日、１７日、１８日の３日間にわたって行われた標記の

大会において、見事に優勝を勝ち取りました。４試合はいずれも熱戦

となりましたが、特に準決勝、決勝は、勝利の女神がどちらにほほえ

むか分からない、息の詰まるような熱戦でした。正月明けに行われる

全県大会でも優勝をねらっているそうです。がんばれ、白岩女子！


